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すなわち，ビニール被覆中の環境条件の詳細な検討が場合認められず，48および72時間と長くなるにしたがつ
必要であるけれど，明らかな違いのぶられる空気湿度はて効果は比例的に増加した。しかし，効果の程度は無し
蒸散作用と関連が深いことから，被覆区のイネは蒸散作や光区よりかなり低かった。De＃

用が抑えられ,IBPの吸収，移行が抑制された結果,.3ビニール被覆は無被紐に比較して，病斑数が多く
防除効果の低下となったと推論される｡なり,防除効果が低くなった｡被覆と無被覆の効果の差異
茨た，無機物質の植物体内での上昇は蒸散流によっては完全しや光区で明らかでなかったが，しや光区の72）

行なわれると考えられているが,IBPにおいても，肥葉，無しや光区の7葉及び6葉ではビニール被覆が明ら
料などと同じように考えてよいのではなかろうか。かに劣った。

このような問題は，梅雨時の処理法などと関連し，今

後の田面施薬の進歩に，薬剤の選択吸収，吸収部位など・ 引用文献
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2しや光区の防除効果は，薬液浸演時間が24時間の
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IBP(S-benzylo,o-diisopmpylphosphorothio-

late)剤の使用方法を確立するにあたっては，防除効果

とイネ体内のIBPの濃度及び分布との関係，残効期間

や施薬回数に関連のある体内における分解の推移につい

て検討する必要があると考えられる。
5〕

IBPの分解については，イネ体内における分解過程
4》

やいもち病菌による代謝についての報告がある。

1969，，70において日本植物防疫協会の特別研究で，

IBP剤を中心にこれらの課題が実施された。

本報告は，特別研究の一環として82p標識IBPを

利用した作用特性に関する試験を実施した結果で,IB

Pの体内の濃度，分布および分解についての概要であ

る。

本文に入るに先だち，御指導いただいた理化学研究所

見里朝正博士，同柿木和夫研究員，農業技術研究所高坂

淳繭博士（現在九州農試環境部長）同富沢長次郎博士，

同上杉康彦博士,北陸農試田村市太郎博士,l司山口富夫

博士（現在農業技術研究所)同山田昌雄博士，富山県農

試望月正巳場長，同柳沢宗男環境調査課長，同円野貢ア

イソトープ課長，同常楽武男研究主任，同色部昭夫研究

主任，供試薬剤を提供いただいたクミアイ化学の各位

に，ここに記して感謝の意を表する。

I材料及び方法

1耕種概要及び薬剤の処理方法1969年度試験と

1970年度試験において，施薬量や調査法などについては

第1表のように多少相逸したが，そのほかは次の通りほ

ぼ同一条件で実施した。

供試土壌は農試本場内沖戟水田壌土(L),試験規模
は2000分の1アールヮグネルポットを用い，1ポット当

りの施肥逓は基肥として,N,P205,K20,各19,追

肥として出穂約15日前に3要素各0.59を施用した。供

賦品種はホウネンヮセであった。

IBP処理薬液の調整法は'69年には32p-IBP乳剤
＊との報告の一砿は昭和45年度日本植物鯛理学会大会において発表し
た。日械病報368193
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1971年10月 田面施薬によるいもち病防除第6報

第1表1969と'70両年の耕菰概要と処理条件の主な相違点
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1）

19705月22日7 月30日8月3日2株7月23日15時60mg24ppm99．0％250座ci

l）l76279mci/mM

を蒸留水で直接希釈した。’70年はa2p-IBP原体と

cold-IBP原体をそれぞれ毫彦.､ノールで溶解し，各

1000ppm液を作り，これより1ポヅ・ﾄにつき32p-IBP

希釈液5ml,cold-IBP希釈液55mlをとり，これに蒸

留水60mlを加え希釈したものを処理した。

処理方法は処理20時間前にポットの表面水を落水して

おき，所定薬液を500mlの蒸留水で希釈溶解させたの

ち，水深5crnになるまで均一に分散するように攪枠し

ながら潅注した。

処理後の水の補給は随時自家水道水で行ない，上記水

深を保持するように努めた。

ポットの設置方法は晴天時が9時から17時まで直射日

光下に，夜間及び雨天時は青芭塩化ビニールのナミ板で

作った雨よけ下に静置した。

2測定方法

（1）立毛水稲の場合はサーベイメーター(TCS103

B型，日本無線）を地上部10～15cmおよび40～50Cm

の両部で測定した。

（2）イネ体の場合：'69の体内濃度の試料は地上10cm

の所で切り取り，よく水洗したのち，葉鞘，葉身，稗及

び穂に分別，細断し，直ちに定温乾燥器で110｡C,5時

間熱乾した。乾燥後，試料は粉砕機で粉砕し，そのうち

0．5gを秤量し，放射能測定試料皿に入れ,500｡C,10

時間電気炉で灰化して試料とした。

’70の体内濃度及び分解についての試料は，所定日に

地表10cnlの所で切りとり，体表面をよく水洗したのち

水分を完全に除去後，止葉，穂軸と枝梗（穂首節より1

cm下で切取り，もみを除去した全ての部分）及びもみ

に分別し，それぞれについて生体2gを供試量とした。

イネ体中のIBPの抽出は生体2gを1～2mmに切

断→20mln-Hexane+clodlBP10mg(原体1滴）

加用→15分間摩砕（3000～4000回転)→80mln-Hexane

加用→ソクスレ抽出6時間→分液ロート（等量の蒸留水

加用5分間振とう→n-Hexane層，水層，ロ紙筒の残

置についてそれぞれ乾固したのち試料測定皿に秤髄し

た。

’70の体内分布の試料は処理後14日目に採取し，直ち

にイネ体表面を水洗，水分を除去後，部位別に分けた。

各部位の供試量は生体2gとしたが,2gにゑたなかっ

た部位は全量を供試した。抽出は各部位5nlm程度に細

断し，四塩化炭素50mlとcold-IBP10mgを加えた

のち,3000～4000回転920分間摩砕し，この摩砕液を放

射能測定皿に1mlとり乾固したのち試料とした。

（3）測定はGMカウンター(TDC-6型)を用いた。

'69は使用電圧1100V,測定時間20分とし9'70は使用電

圧1050V,測定時間5分，測定効率15.3%で計数測定し

た。計数値からIBP濃度ppmへの換算は32p-IBP

(32p半減期14.3d)を基準にn-Hexgne層計数値よ

り行なった。(1"Ci=20ppm,原液1ppm=1.11×105

..p.m,1,698×104C.p､m)

（4）ラジオオートグラフ（1969）の作成は処理14日目

及び21日目に水稲の主桿を採集し，よく水洗した後，風

乾させ作成した。露出期間は45日間，使用フイルムはサ

クラX線フイルム，現象はレンドール20｡C4分間とし

た。

Ⅱ試験結果

1立毛水稲の32p消長結果は第1図の通りであ
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第1図立毛水稲の32p計数値の消長(1969)
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水稲の主桿におけるラジオオートグラフ
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上段列は処理14日目，下段列は処理21日目

BR:枝梗,PA:穂軸,UI:穂首節間,1N:節間,FL:止葉（第1葉身）

FLS:止葉葉鞘（第1葉鞘),S:葉鞘,N1:"1節,N2:第2節,B2:第2
葉身,B3:第3葉身,S4:第4葉身
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さず第1葉とことなった。また節部や葉節部の感光は隣

接している節間，葉身及び葉鞘より強く現われた。

1971年10月田面施薬による

る。処理後の立毛水稲体の計数値(c､p,m)の消長は，

処理’日後で確認され，その後日時の経過とともに漸増

傾向を示した。処理'4日の計数値はほぼ最高となった。

水稲体の部位と計数値の関係は下部（地上10～i5cmが

上部（40～50cm)より高く経過し，その消長は近似し

た。

2体内の32pの分布結果は第2表及び第3表の

通りである。処理2週間目の分布は葉身＞葉鞘≧節＝節

間＞穂＞根の順位となり，特に葉身の計数値は他の部位

よりかなり高かった。同一部位における上部と下部の差

異は明らかでなかった。もぶと穂軸・枝梗はほぼ同程度

であった。各部位の吸収量は計数値(c.p.m./g)と比

例的であったが,もみの場合は生体重が乳くこ!とから，
吸収量が穂軸･枝梗よりはるかに多かった。I

田面施薬によるいもち病防除

第3表処理3週間目のイネ体内の8gP
凸■

計数値の分布（1969）

酔満窪|獣〔皐麩)錘
11,2医了､ml,n,x,02(,T,Tで

処理2週間目のイネ体内の32P
／

計数値の分布（19和）
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3体内濃度の消長結果は第4表,第5表,第2図
q‘｜

及び第3図の通りである。葉身における"pの計数値の

消長は処理後7日目までに急激に増加し，その後ゆるや

かな漸増傾向を示した。止葉から第4葉までの葉身間の

消長の差異は明らかで,第1葉く第2葉く第3葉く第4

葉の傾向で経過した。

n-Hexzme可溶部をIBPに換算した第3図より，

止葉中のIBPの消長は2日目に0.5ppm,7日目に

3ppmと最高値を示し，その後低下して914日目に1

ppm,21日目以後約0.5ppmとなった。
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第4表葉身，穂における82Pの推移(1969)
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処理3週間目の分布は葉身≧葉鞘＞節＞節間≧穂の順

位となり,,.処理2週間目の結果と近似した。葉身及び葉

鞘の計数値及び吸収通は第1葉（止葉）＜第2葉く第3

葉の順位となり，下部は上部より明らかに高くなった。

節間及び節の上部と下部の差は明らかでなかった。

写其図版は処理14日目と21日目のラジオオートグラフ

である。上部の葉（止葉及び第1葉鞘）は下部より感光

の程度が低く現われた。第2葉及び第3葉の感光は葉脈

にそって油滴状に並列あるいは散在し，均一な分布を示
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